
納入場所 橋本車両基地
履行期間 契 約 締 結 日 　から

令 和 12 年 3 月 15 日 　まで
品名 下記内訳のとおり

品 名 単位 数量 納入場所

七隈線3000系車両用ユニットクーラ 台 144 橋本車両基地

七隈線3000系車両用冷暖房制御盤 台 72 橋本車両基地

七隈線3000系車両用分電箱 台 144 橋本車両基地

七隈線3000系車両用強制換気装置 台 72 橋本車両基地

七隈線3000系車両用 ユニットクーラ外３件　購入仕様書

内 訳

規 格

別紙特記仕様書のとおり

別紙特記仕様書のとおり

別紙特記仕様書のとおり

別紙特記仕様書のとおり



 







 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 











 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 













 





















 













付録１　提出要求リスト

付録1-1　提出要求リスト

01 - 01 - 01 1.1.2(1) 車体、機器等に関する資料・図面 承諾申請時

01 - 01 - 02 1.1.2(4)① 予備品リスト 機器納入前まで

01 - 01 - 03 1.1.3 法規等の適用 機器納入前まで

01 - 01 - 04 1.1.8 保守作業員への説明及び講習 機器納入前まで

01 - 01 - 05 1.1.9 サポートデスク 機器納入前まで

01 - 01 - 06
1.1.10(1)
1.3.1(1)

工程表
初年度:契約後１カ月以内
次年度:前年度の9月末

01 - 01 - 07 1.1.11 官公庁署等に対する提出資料及び一覧 車両納入前まで

01 - 01 - 08 1.1.12 議事録 都度

01 - 03 - 01 1.3.1(2) 承諾図 承諾申請時

01 - 03 - 02 1.3.1(3) 動作及び取扱概要書並びに計算書 承諾申請時

01 - 03 - 03 1.3.1(4) 重量表（計算） 承諾申請時

01 - 03 - 04 1.3.3(1) 完成図書 機器納入前まで

01 - 03 - 05 1.3.3(2) 各種試験成績書 機器納入前まで

01 - 03 - 06 1.3.3(3) 保守点検要領書 機器納入前まで

01 - 03 - 07 1.3.3(4) 取扱説明図書類 機器納入前まで

01 - 03 - 08 1.3.3(5) 電子データ一式 機器納入前まで

01 - 03 - 09 1.3.3(6) 車両確認申請に必要な書類 機器納入6箇月前まで

02 - 04 - 01 2.4.1 主要機器構成 承諾申請時

03 - 01 - 01
3.1.1(1)
3.1.2(1)②

工場検査成績書 機器完成後

03 - 01 - 02 3.1.1(1) 立会検査申請書 機器完成後

03 - 01 - 03 3.1.1(3) 工場検査又は完成検査計画書 機器完成後

付録1-2　協議リスト
セクション 協議録 開催時期

01 - 01 - 01 1.1.2(5)④ 納入期日設定 都度
03 - 01 - 01 3.1.2(1) 立会検査実施場所 工場検査前

付録1-3　指示リスト
セクション 書類 開催時期

01 - 01 - 01 1.1.8 保守作業員への講習日時及び講習 発注者指示

協

指

提出期限書類セクション提

七隈線3000系車両用ユニットクーラ外３件 提出要求リスト 1 / 1 ページ



参考資料 モニタ装置とのインターフェース 

システム

名  称 
3 号線 3000系車両 車両情報制御装置 

資 料 
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車両情報制御装置 ～ 空調装置 

インタフェース仕様書

番号 図 番 ｼｰﾄNo. 名  称 

1 2 1.適用

2 2 2.概要

3 2 3.デジタル入力インタフェース
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15 17  6.2 車上検査 

16 21 7.コード表

17 

18 

19 

20 

21 
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１．適用

　　本仕様書は、車両情報制御装置～ 空調装置間のインタフェース仕様に適用する。

２．概要

　　車両情報制御装置と空調装置との間のインタフェースには、

　　　　　デジタル入力2点

　　　　　モニタ伝送用としてＲＳ－４８５によるシリアル伝送

　がある。

　　機器間インタフェースツナギを図１に示す。

３．デジタル入力インタフェース

　　３．１　デジタル入力

(1)制御電源

　　制御電源入りでオン「1」する。

(2)故障

　　故障時オン「1」する。
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４．シリアル伝送インタフェース

　４．１ ＲＳ－４８５伝送仕様

　ＲＳ－４８５伝送の基本仕様については、別資料「ＲＳ－４８５（ＨＤＬＣ）伝送仕様書」

          に示す。ただし、以下項目については本図面記載の仕様とする。

           (1)伝送速度

               9600bps

           (2)送信イネーブル制御

               flagの終了後、3bit以内にイネーブルを解除すること。

           (3)立ち上がりマスク時間

               制御電源立ち上がりから10sec間車両情報制御装置で伝送異常をマスクする。

　４．１．１ 伝送データ種別

　　　　　　　a) 送信データ

　　　　　　　　　(1)ステータスデータ要求(SDR) ：５．１項に示す。

　　　　　　　b) 受信データ

　　　　　　　　　(1)ステータスデータ(SD) ：５．２項に示す。

　４．２ 伝送情報項目

　　　(1)動作状態情報

　空調装置内の情報を車両情報制御装置に出力する。

　　　(2)運転指令情報

　車両情報制御装置から空調装置への空調運転指令を空調装置に出力する。

　　　(3)自己診断検査結果

　　　　　車両情報制御装置からの指令により自己診断検査を行い、その結果を車両情報制御装置

　　　　　に出力する。
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図１　インタフェースツナギ

空調装置 車両情報制御装置

ＲＳ―４８５
インタフェース
（モニタ伝送）

デジタル入力
インタフェース

制御電源
「1」でオン

P24D

N24

120Ω

1.2kΩ

1.2kΩ

FG

0V

受
信

送
信

0V

受信

+5V

120Ω

送信

120Ω

1.2kΩ

1.2kΩ

FG

0V

受
信

送
信

0V

受信

+5V

120Ω

送信

故障
「1」で故障
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５．車両情報制御装置～空調装置との通常送受信データ

　５．１　ステータスデータ要求（SDR）

　　　　　　空調装置に対し、ステータスデータの送信を要求する。

  ５．１．１　伝送データフォーマット

            
CRC FlagSO00 SO01 SO21 

テキスト種別 ２０Ｈ

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0信号の内容

車上検査制御
検査
実行
要求

検査
開始
要求

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

BCD

(1)カレンダ情報の使い方を（７．１）項に示す。

(2)車上検査制御情報の使い方を（７．２）項に示す。

(3)車上検査:検査実行中項目番号を（８．１）項に示す。

信号

SO00

SO01

SO02

検査実行中項目番号車上検査制御

SO03

SO04

空調運転モード

SO05

SO06

BCD 年　(10位 <0-9>)ｶﾚﾝﾀﾞ (1) 年　(１位 <0-9>)

BCD 月　(10位 <0-1>)ｶﾚﾝﾀﾞ (2) 月　(１位 <0-9>)

BCD

SO09

日　(10位 <0-3>)ｶﾚﾝﾀﾞ (3) 日　(１位 <0-9>)

BCD

SO10

時　(10位 <0-2>)ｶﾚﾝﾀﾞ (4) 時　(１位 <0-9>)

BCD

SO11

分　(10位 <0-5>)ｶﾚﾝﾀﾞ (5) 分　(１位 <0-9>)

BCD

SO12

秒　(10位 <0-5>)ｶﾚﾝﾀﾞ (6) 秒　(１位 <0-9>)

予備 予備

SO13

予備予備

SO14

SO15

 

SO16

乗車率（0～255%）

SO08

ﾄﾞｱ開閉

冷房基準温度設定値（22.0～28.0℃）

暖房基準温度設定値（10.0～30.0℃）

予備

空調制御情報2

空調制御情報1 ﾊﾞｲﾅﾘ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

空調制御情報4

空調制御情報3 ｱﾅﾛｸﾞ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

ｱﾅﾛｸﾞ

ｱﾅﾛｸﾞ

予備

SO07 ｶﾚﾝﾀﾞ (7) ﾃﾞｼﾞﾀﾙ TSET 

切

客室ファン運転モード

自動ｿﾌﾄ強弱
換気指令予備

COMP
起動

外気温
度異常

予備

号車番号（10位） 号車番号（1位）BCD空調制御情報5SO17

空調制御情報6

空調制御情報7

SO18

SO19

外気温度（0.0～40.0℃）ｱﾅﾛｸﾞ空調制御情報8

重故障リセット（FFH）

SO20

SO21 空調制御情報9 ﾊﾞｲﾅﾘ

PAD Flag add1 add2 cntrol

4両/6両
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5.4項・表5.6参照。
（SH.15）

信号

SO02

SO03

SO04

SO05

SO06

SO10

SO11

SO13

SO14

SO15

SO16

  ５．１．２　SDR内容補足説明
表5.1にSDR内容補足説明を示す。

bit 信号名称

0 検査開始要求

7 検査実行要求

0～7

検査実行中項目番号

用途 データ内容
伝送異常時の

空調装置側の処置

車上検査の開始要求
1:開始要求あり
0:開始要求なし

無効

車上検査の実行要求

中項目番号の報知

1:実行要求あり
0:実行要求なし

無効

BCD 無効

0～7

カレンダ（年） BCD（00～99）
①ｶﾚﾝﾀﾞﾃﾞｰﾀによる
　冷暖房基準温度補
　正なし
②伝送不良以前の時
　刻を継続してｶｳﾝﾄ
③時刻合わせ禁止

カレンダ（月） BCD（01～12）

カレンダ（日） BCD（01～31）

0～7

カレンダ（時）

カレンダ（分）

カレンダ（秒）

0～7

BCD（00～23）

BCD（00～59）

BCD（00～59）

カレンダ情報報知
0～7

0～7

0～7

空調運転モード

客室ﾌｧﾝ運転ﾓｰﾄﾞ

乗車率

ドア開閉

空調運転ﾓｰﾄﾞの報知
伝送不良前のモード
を保持

乗車率の報知
0～255%：1%/bit
（常時送信）

乗車率による補正なし

ドア開閉情報の報知
1:ドア開
0:ドア閉

ドア開閉による補正
なし

0～4

0～7

0

表5.1　SDR補足説明(1)

SO01 0～7

SO07 0 TSET
車両情報制御装置
からの時刻設定要求
指令

指令時に2秒間「1」を出
力。立ち上がり時に機器
側で時刻設定を行う。

無効

客室ﾌｧﾝ運転ﾓｰﾄﾞ
の報知

伝送不良前のモード
を保持

5

換気指令の報知
伝送不良前のモード
を保持

COMP起動1 ｺﾝﾌﾟ起動状態の報知
1:コンプ起動中
0:コンプ起動中以外

無効

外気温度異常2 外気温度異常の報知
1:両先頭車外気温度
　ｾﾝｻ異常
0:上記以外

伝送不良前のデータ
を保持

5.3項・表5.3参照。
（SH.14）

5.3項・表5.4参照。
（SH.14）

SO18

SO19

冷房基準温度
設定値

冷房設定温度の報知
22.0(18H)～28.0℃(24H)
（0.5℃/bit）

伝送不良前のデータ
を保持0～7

SO17 号車番号 号車番号の報知 BCD 伝送不良前のﾃﾞｰﾀを保持0～7

暖房基準温度
設定値

暖房設定温度の報知
10.0(00H)～30.0℃(28H)
（0.5℃/bit）

伝送不良前のデータ
を保持0～7

6

換気指令

7 4両/6両 編成両数の報知 1:6両 0:4両 伝送不良前のﾃﾞｰﾀを保持
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注1：進行方向側先頭車の外気温度検出データ（SD:SI38）を送信する。
　　 外気温度センサ異常が発生した場合は、正常側データを送信する。
　　 両先頭車の外気温度センサ異常発生時は、「00H」を送信する。
　　 先頭車が確定していない場合は、両先頭車の平均値を送信する。

SO20 外気温度 外気温度の報知
00.0(00H)～40.0℃(C8H)
（0.2℃/bit）（注1）

伝送不良前のデータ
を保持0～7

SO21 重故障リセット 故障状態リセット
リセット：FFH
（1秒間のパルス出力）

00Hに読み替え0～7

信号 bit 信号名称 用途 データ内容
伝送異常時の

空調装置側の処置

表5.1　SDR補足説明(2)
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　５．２　ステータスデータ（SD）

　　　　　　ステータスデータ要求（テキスト種別：20H）に対する応答

  ５．２．１　伝送データフォーマット

            
SI00 SI01 SI50  

テキスト種別 ２０Ｈ

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0信号の内容

車上検査状態
検査
開始
応答

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

BCD

信号

SI00

SI01

SI02

検査実行中項目番号車上検査状態

SI04

SI03

SI05

SI06

SI07

SI08

SI09

SI10

SI11

SI13

車上検査状態 ﾊﾞｲﾅﾘ

小項目
８

小項目
７

小項目
６

小項目
５

小項目
４

小項目
３

小項目
２

小項目
１

小項目判定結果

SI15

SI16

SI17

SI18

SI19

SI23

SI24

SI25

予備
検査
実行
応答

中項目実行状態

予備予備

SI14

室内送風機2

セルフチェック

SI20

SI21

SI22

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ
No.1ｸｰﾗｰ
状態情報

1:ＯＫ
0:ＮＧ

ｾﾙﾌﾁｪｯｸ
結果

予備

予備予備

予備予備

予備予備

予備予備

予備予備

予備予備

室内送風機1

重故障 予備 運転 正常停止 重故障 予備 運転 正常停止

圧縮機1 室外送風機

重故障2 重故障1 運転 正常停止 重故障 予備 運転 正常停止

圧縮機3 圧縮機2

重故障2 重故障1 運転 正常停止 重故障2 重故障1 運転 正常停止

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

室内送風機2
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

室内送風機1

重故障 予備 運転 正常停止 重故障 予備 運転 正常停止

圧縮機1 室外送風機

重故障2 重故障1 運転 正常停止 重故障 予備 運転 正常停止

圧縮機3 圧縮機2

重故障2 重故障1 運転 正常停止 重故障2 重故障1 運転 正常停止

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

No.1ｸｰﾗｰ
状態情報

No.1ｸｰﾗｰ
状態情報

No.2ｸｰﾗｰ
状態情報

No.2ｸｰﾗｰ
状態情報

No.2ｸｰﾗｰ
状態情報

予備予備

予備予備

予備予備

予備予備

予備予備

CRC FlagPAD Flag add1 add2 cntrol

SI12
小項目
１６

小項目
１５

小項目
１４

小項目
１３

小項目
１２

小項目
１１

小項目
１０

小項目
９

小項目判定結果

小項目
２４

小項目
２３

小項目
２２

小項目
２１

小項目
２０

小項目
１９

小項目
１８

小項目
１７

小項目判定結果

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

外気温
16℃
以下

ﾘﾀｰﾝ口
22℃
以下

受給電
中

主回路
低電圧

試験開始不可要因
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(1) デジタルデータについて、下記要件に従うこと。

　　　注１．

　　　　すべてのデータは、動作時「１」(アクティブハイ)とすること。

　　　注２．

　　　　パルス動作する信号は、「１」を200ms以上保持すること。

　　　注３．

　　　　故障を示す信号は、故障復旧まで「１」を保持すること。

　　　注４．

　　　　予備ビットは全て「０」をセットすること。

(2) 車上検査状態情報の使い方を（７．２）項に示す。

(3) 車上検査:検査実行中項目番号・小項目番号を（８．１）項に示す。

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0信号の内容信号

SI35

SI36

SI37

SI38

SI39

SI40

SI31

SI32

SI33

SI34

SI41

SI42

SI43

SI44

SI45

SI46

SI47

SI48

SI49

SI50

SI30

予備SI26

SI27

SI28

SI29

予備

ﾋｰﾀ客室ﾌｧﾝ
状態情報

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ
弱 ｿﾌﾄ入

客室ファン
予備

強
予備

運転 停止

客室ヒータ

非常用換気状態 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ 予備

空調運転モードﾊﾞｲﾅﾘ空調運転モード

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ
切

客室ファン運転モード

自動ｿﾌﾄ入強弱
予備

客室ファン
運転モード

車体側情報 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ 受給電
入力中

LVR
低電圧予備

センサ異常 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ STG1
異常

SHI
異常

STI
異常

STS1
異常

予備
STR2
異常

STR1
異常

予備

40%RH(28H)～90%(5AH)　(1%/bit)ｱﾅﾛｸﾞ車内相対湿度

0.0℃(00H)～40.0℃(C8H)　(0.2℃/bit)ｱﾅﾛｸﾞNo.1ﾘﾀｰﾝ口温度

0.0℃(00H)～40.0℃(C8H)　(0.2℃/bit)ｱﾅﾛｸﾞNo.2ﾘﾀｰﾝ口温度

0.0℃(00H)～40.0℃(C8H)　(0.2℃/bit)ｱﾅﾛｸﾞ

0.0℃(00H)～40.0℃(C8H)　(0.2℃/bit)ｱﾅﾛｸﾞ

0.0℃(00H)～40.0℃(C8H)　(0.2℃/bit)ｱﾅﾛｸﾞ

0.0℃(00H)～40.0℃(C8H)　(0.2℃/bit)ｱﾅﾛｸﾞ

0.0℃(00H)～40.0℃(C8H)　(0.2℃/bit)ｱﾅﾛｸﾞ

0.0℃(00H)～40.0℃(C8H)　(0.2℃/bit)ｱﾅﾛｸﾞ

座席下温度

壁部温度

外気温度

車内平均温度

ﾘﾀｰﾝ口平均温度

暖房用車内平均温度

22.0℃(6EH)～28.0℃(8CH)　(0.2℃/bit)ｱﾅﾛｸﾞ冷房基準温度補正値

10.0℃(32H)～30.0℃(96H)　(0.2℃/bit)ｱﾅﾛｸﾞ暖房基準温度補正値

22.0℃(18H)～28.0℃(24H)　(0.5℃/bit)ｱﾅﾛｸﾞ冷房基準温度設定値

10.0℃(00H)～30.0℃(28H)　(0.5℃/bit)ｱﾅﾛｸﾞ暖房基準温度設定値

クーラ運転領域 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ No.2クーラ運転領域 No.1クーラ運転領域

ﾋｰﾀ/客室ﾌｧﾝ運転領域 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ 客室ファン運転領域 ヒータ運転領域

S/Wバージョン ﾃﾞｼﾞﾀﾙ 00～FF

予備 予備

予備 予備

ＩＮＶ
故障 過電流１過電流２

運転 正常停止

非常換気
運転モード

非常換気運転状態
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  ５．２．２　SD補足説明
表5.1にSD補足説明を以下に示す。

信号 bit 信号名称 データ内容 備考

SI07

0 検査開始応答 1:試験項目の開始準備完了　0:完了でない

7 検査実行応答 1:検査実行中　0:実行中でない

SI08 0～7 検査実行中項目番号 実行中の中項目番号（BCD）

SI10 0～7 中項目実行状態
00H:検査未実施
01H:中項目測定中　02H:中項目完了

SI11

SI20

0 室内送風機1　正常停止 正常な停止条件による停止中「１」

No.1クーラ

表5.2　SD補足説明(1)

SI01

SI02 0～7

SI03 0～7

SI04 0～7

SI05 0～7

SI06 0 セルフチェック結果
起動時のセルフチェック結果
1:OK　0:NG　（電源断まで保持）

1 室内送風機1　運転 正常運転中「１」

3 室内送風機1　重故障 過電流発生による重故障停止中「１」

4 室内送風機2　正常停止 正常な停止条件による停止中「１」

5 室内送風機2　運転 正常運転中「１」

7 室内送風機2　重故障 過電流発生による重故障停止中「１」

0～7

SI12

1 小項目18判定結果 1:NG　0:OK

2 小項目19判定結果 1:NG　0:OK 判定不能原因の報知

3 小項目20判定結果 1:NG　0:OK 判定不能原因の報知

4 小項目21判定結果 1:NG　0:OK 判定不能原因の報知

5 小項目22判定結果 1:NG　0:OK 判定不能原因の報知

6 小項目23判定結果 1:NG　0:OK

7 小項目24判定結果 常時「0」

0 小項目17判定結果 1:NG　0:OK

SI13

0～7
小項目判定結果
1～8

1:NG 0:OK

0～7
小項目判定結果
9～16

1:NG 0:OK

SI13 0～7
小項目判定結果
17～24

1:NG 0:OK

1 外気温16℃以下 1:試験開始不可（外気温16℃以下）

2 ﾘﾀｰﾝ口22℃以下 1:試験開始不可（ﾘﾀｰﾝ口22℃以下）

3 受給電中 1:試験開始不可（受給電中）

4 主回路低電圧 1:試験開始不可（主回路低電圧）

車上検査開始
不可状態の報知
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表5.2　SD補足説明(2)

信号 bit 信号名称 データ内容 備考

SI23

SI24

SI25

SI27

0 室内送風機1　正常停止 正常な停止条件による停止中「１」

1 室内送風機1　運転 正常運転中「１」

3 室内送風機1　重故障 過電流発生による重故障停止中「１」

4 室内送風機2　正常停止 正常な停止条件による停止中「１」

5 室内送風機2　運転 正常運転中「１」

7 室内送風機2　重故障 過電流発生による重故障停止中「１」

0 室外送風機　正常停止 正常な停止条件による停止中「１」

1 室外送風機　運転 正常運転中「１」

3 室外送風機　重故障 過電流発生による重故障停止中「１」

4 圧縮機1　正常停止 正常な停止条件による停止中「１」

5 圧縮機1　運転 正常運転中「１」

6 圧縮機1　重故障1 過電流発生による重故障停止中「１」

0 圧縮機2　正常停止 正常な停止条件による停止中「１」

1 圧縮機2　運転 正常運転中「１」

3 圧縮機2　重故障2 高圧力・温度異常による重故障停止中｢１｣

4 圧縮機3　正常停止 正常な停止条件による停止中「１」

5 圧縮機3　運転 正常運転中「１」

6 圧縮機3　重故障1 過電流発生による重故障停止中「１」

0 客室ﾋｰﾀ停止 ヒータ停止中「１」

1 客室ﾋｰﾀ運転 ヒータ運転中「１」

4

客室ﾌｧﾝ動作情報
5.3項・表5.5参照。
（SH.14）

5

6

No.2クーラ

SI22

0 圧縮機2　正常停止 正常な停止条件による停止中「１」

1 圧縮機2　運転 正常運転中「１」

3 圧縮機2　重故障2 高圧力・温度異常による重故障停止中｢１｣

4 圧縮機3　正常停止 正常な停止条件による停止中「１」

5 圧縮機3　運転 正常運転中「１」

6 圧縮機3　重故障1 過電流発生による重故障停止中「１」

No.1クーラ

SI21

0 室外送風機　正常停止 正常な停止条件による停止中「１」

1 室外送風機　運転 正常運転中「１」

3 室外送風機　重故障 過電流発生による重故障停止中「１」

4 圧縮機1　正常停止 正常な停止条件による停止中「１」

5 圧縮機1　運転 正常運転中「１」

7 圧縮機1　重故障2 高圧力・温度異常による重故障停止中｢１｣

6 圧縮機1　重故障1 過電流発生による重故障停止中「１」

7 圧縮機3　重故障2 高圧力・温度異常による重故障停止中｢１｣

2 圧縮機2　重故障1 過電流発生による重故障停止中「１」

7 圧縮機1　重故障2 高圧力・温度異常による重故障停止中｢１｣

2 圧縮機2　重故障1 過電流発生による重故障停止中「１」

7 圧縮機3　重故障2 高圧力・温度異常による重故障停止中｢１｣
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SI30

SI31

SI32

SI33

SI34

SI35

SI36

SI37

SI38

SI39

SI40

SI41

SI42

SI43

表5.2　SD補足説明(3)

信号 bit 信号名称 データ内容 備考

0 客室ファン切

5.3項・表5.4参照。
（SH.14）

1

2

3

4

客室ファン自動

客室ファンソフト入

客室ファン強

客室ファン弱

0 受給電入力中 受給電入力中「１」

1 LVR低電圧 低電圧中「１」

0 STR1異常 No.1ﾘﾀｰﾝ口温度ｾﾝｻ異常時「１」

3 STR2異常 No.2ﾘﾀｰﾝ口温度ｾﾝｻ異常時「１」

4 STS1異常 座席下温度ｾﾝｻ異常時「１」

5 STI異常 妻壁温度(湿度ｾﾝｻ箱内)ｾﾝｻ異常時「１」

6 SHI異常 湿度センサ異常時「１」

7 STG1異常
外気温センサ異常時「１」
両先頭車の送信データのみ有効。
（中間車は常時「0」送信）

40%RH(28H)～90%(5AH)　(1%/bit)車内相対温度(SHI)

0.0℃(00H)～40.0℃(C8H)　(0.2℃/bit)No.1ﾘﾀｰﾝ口温度(TR1)

0.0℃(00H)～40.0℃(C8H)　(0.2℃/bit)No.2ﾘﾀｰﾝ口温度(TR2)

0.0℃(00H)～40.0℃(C8H)　(0.2℃/bit)

0.0℃(00H)～40.0℃(C8H)　(0.2℃/bit)

0.0℃(00H)～40.0℃(C8H)　(0.2℃/bit)

0.0℃(00H)～40.0℃(C8H)　(0.2℃/bit)

0.0℃(00H)～40.0℃(C8H)　(0.2℃/bit)

0.0℃(00H)～40.0℃(C8H)　(0.2℃/bit)

座席下温度(TS1)

壁部温度(TI)

外気温度(TG1)

車内平均温度(TO)

ﾘﾀｰﾝ口平均温度(TRO)

暖房用車内平均温度(TSO)

22.0℃(6EH)～28.0℃(8CH)　(0.2℃/bit)
①総括ﾓｰﾄﾞの時：SDRのSO18の冷房設定温度を
　使用した補正温度(総括時の補正温度)
②自車ﾓｰﾄﾞの時：空調制御箱内設定の温度を使
　用した補正温度(自列車の補正温度)

冷房基準温度補正値
(TSC')

10.0℃(32H)～30.0℃(96H)　(0.2℃/bit)
①総括ﾓｰﾄﾞの時：SDRのSO19の暖房設定温度を
　使用した補正温度(総括時の補正温度)
②自車ﾓｰﾄﾞの時：空調制御箱内設定の温度を使
　用した補正温度(自列車の補正温度)

暖房基準温度補正値
(TSH')

0～7

0～7

0～7

0～7

0～7

0～7

0～7

0～7

0～7

0～7

0～7

SI28

SI29

0 正常な停止条件による停止中「１」

5.3項・表5.3参照。
（SH.14）

空調運転モード0～7

ＩＮＶ部故障による停止中「１」

正常運転中「１」

１系統目が過電流発生による停止中「１」

２系統目が過電流発生による停止中「１」

非常用換気装置状態

1

5

6

7

5.5項・表5.7参照。（SH.15）2～3
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表5.2　SD補足説明(4)

信号 bit 信号名称 データ内容 備考

No.1クーラの運転領域を送信
0H:切、暖房自動、強暖(自動)、暖房強制、
　 全自動内暖房基本領域
1H:ｽﾃｯﾌﾟｶﾛﾘ-＝1A(送風)
2H:ｽﾃｯﾌﾟｶﾛﾘ-＝1B(除湿)
3H:ｽﾃｯﾌﾟｶﾛﾘ-＝2 (弱冷)
4H:ｽﾃｯﾌﾟｶﾛﾘ-＝3 (中冷)
5H:ｽﾃｯﾌﾟｶﾛﾘ-＝4 (強冷)

No.1クーラ運転領域0～3

SI46

No.2クーラの運転領域を送信
（内容はNo.1クーラ運転領域と同じ）

No.2クーラ運転領域4～7

暖房ヒータの運転領域を送信
0H:切、冷房自動、強冷(自動)、冷房強制、
　 全自動内送風/冷房基本領域モード、
　 暖房停止領域
1H:ｽﾃｯﾌﾟｶﾛﾘ-＝1(停止)
2H:ｽﾃｯﾌﾟｶﾛﾘ-＝2(弱暖C)
3H:ｽﾃｯﾌﾟｶﾛﾘ-＝3(弱暖B)
4H:ｽﾃｯﾌﾟｶﾛﾘ-＝4(弱暖A)
5H:ｽﾃｯﾌﾟｶﾛﾘ-＝5(強暖)

ヒータ運転領域0～3

SI47

客室ファンの運転領域を送信
0H:切、停止領域
1H:弱領域  
2H:弱ｿﾌﾄ領域
3H:強ｿﾌﾄ領域
4H:強領域

客室ファン運転領域4～7

SI48 0～7 S/Wバージョン S/Wバージョン（00～FF)を送信

SI44

SI45

22.0℃(18H)～28.0℃(24H)　(0.5℃/bit)
①総括ﾓｰﾄﾞの時：SDRのSO18の受信データを　
　送信(統括時の補正温度)
②自車ﾓｰﾄﾞの時：空調制御箱内設定の温度を
　送信(自列車の補正温度)

冷房基準温度設定値
(TSC)

10.0℃(00H)～30.0℃(28H)　(0.5℃/bit)
①総括ﾓｰﾄﾞの時：SDRのSO19の受信データを　
　送信(統括時の補正温度)
②自車ﾓｰﾄﾞの時：空調制御箱内設定の温度を
　送信(自列車の補正温度)

暖房基準温度設定値
(TSH)

0～7

0～7
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　５．３　空調／客室ファン運転モード
   空調運転モードの判定を表5.3に、客室ファン運転モードの判定を表5.4にそれぞれ示す。

空調運転モードには、車両情報制御装置からの操作により運転を行う総括モード（コード00H～
　　　　 08H）と、空調装置単体にて運転モードを設定する自車モード（コード09H～0CH）がある。

自車モードの場合には、総括モードの指令を受け付けない。また、自車モードを解除する
　　　 には、空調制御箱内表示設定部のスイッチ操作、または空調制御箱DC100V電源の再投入操作
　　　 がある。（車両情報制御装置からの指令による自車モード→総括モードの復帰は不可能）

No.

1

2

3

4

5

D4
（弱）

D3
（強）

D2
(ｿﾌﾄ)

D1
(自動)

D0
(切)

SDR（SO14）、SD（SI30)

0 0

6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1 1

1

-

-

1

1

自動ﾓｰﾄﾞ(注2,3)

切ﾓｰﾄﾞ

強ﾓｰﾄﾞ

強ｿﾌﾄﾓｰﾄﾞ

弱ﾓｰﾄﾞ

弱ｿﾌﾄﾓｰﾄﾞ

客室ファン運転モード

No.

1

2

3

4

5

コード

00H

6

01H

02H

03H

04H

05H

SDR（SO13）運転モード

総括全自動（注1）

SD（SI29） 画面上の表示

総括切

総括送風

総括冷房自動

総括強冷

総括冷房強制

総括暖房自動

総括強暖

総括暖房強制

自車冷房自動

自車暖房自動

自車冷房強制

自車暖房強制

06H

07H

08H

09H

0AH

0BH

0CH

7

8

9

10

11

12

13

使用する。
(注1)

使用しない。
（車両情報制御
装置からは設定

しない）

使用する。

切

全自動

送風

冷房自動

強冷

冷房強制

暖房自動

強暖

暖房強制

自車冷自

自車暖自

自車冷強

自車暖強

表5.3　空調運転モード

表5.4　客室ファン運転モード

注2：空調運転モードを「総括全自動」に設定する場合、連動して客室ファン運転モード「自動」を出力
　　 する。
注3：停止／強／強ソフト／弱／弱ソフトを空調装置側で自動判定する。

画面上の表示

切

自動

強

強ソフト

弱

弱ソフト

表5.5　客室ファン動作情報

No.

1

2

3

4

D6
（強）

D5
（弱）

D4
(ｿﾌﾄ)

SD（SI27)

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1 1

1

強ﾓｰﾄﾞ

強ｿﾌﾄﾓｰﾄﾞ

弱ﾓｰﾄﾞ

弱ｿﾌﾄﾓｰﾄﾞ

客室ファン運転モード 画面上の表示

強

強ソフト

弱

弱ソフト

5 00 0 切 切

注1：車両電源起動時の空調モードデフォルト設定は「総括全自動」を出力する。
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　５．４　強制非常換気指令／換気抑止指令
　 車両情報制御装置は、列車無線経由で受信する地上からの指令に基づき、強制非常換気指令

           および換気抑止指令を空調装置に出力する。指令内容を表5.6に示す。

表5.6　換気指令

No.

1

2

3

D6 D5

SDR（SO14)

10

1 0

強制非常換気運転指令

換気抑止指令

換気運転指令

00 指令なし（起動時ﾃﾞﾌｫﾙﾄ）

4 1 1 指令なし

　５．５　換気運転モード
　 空調装置の非常換気装置運転モードの判定を表5.7に示す。

表5.7　換気運転モード

No.

1

2

D3 D2

SD（SI28)

10 強制抑止

換気運転モード

00 自動換気

内　容

空調内部で換気の要否を判断中。

車両情報制御装置経由の遠隔指令により
自動換気モードによる運転を強制抑止停
止中。

3 1 0 強制換気（遠隔指令）

4 1 1 強制換気（SW）

車両情報制御装置経由の遠隔指令にて強
制運転実施中。

強制手動SW指令にて強制運転実施中。
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６．ＳＤＲ／ＳＤのビット情報を利用したシーケンス

　６．１　機器内部時計設定

　　　　　　ＳＤＲに含むカレンダ情報で機器内部時計の設定を行うことができる。

  ６．１．１　シーケンスの説明

　　　　　　　　車両情報制御装置は、常時ＳＤＲでカレンダ情報を機器に対して送信し続ける。　

            　　機器側ではＳＤＲの時刻設定要求ビット（TSET：SO07-0）の立ち上がり時に、カレンダ

　　　　　　　　情報を使用して時刻を設定する。

　　　　　　　　但し、月がBCDの0～12の範囲にない場合は、車両情報制御装置のカレンダ情報が

　　　　　　　　未設定としてデータを無効とする。
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　６．２　車上検査

　　　　　　ＳＤＲ／ＳＤで車両情報制御装置と機器の同期を取りながら、運転台での操作により

            機器の検査を実施し結果を表示器に表示する。

  ６．２．１　関係情報の説明

　　　　　（１）検査開始要求ビット<SDR>と検査開始応答ビット<SD>

　　　　　　　　　検査開始操作で、車両情報制御装置はＳＤＲの検査開始要求ビットを｢１｣とする。

                それに対して機器は、試験準備を行ない完了したら、ＳＤの検査開始応答ビットを｢１｣

                とする。

　　　　　　　　これにより、検査は次のステップに進段する。

　　　　　　　　また、検査完了時は、車両情報制御装置はＳＤＲの検査開始要求ビットを｢０｣とする。

                それに対して機器は、通常状態に復帰し処理が完了したらＳＤの検査開始応答ビットを

                ｢０｣とする。これにより、通常モードに復帰したことを認識する。

　　　　　（２）検査実行要求ビット <SDR>

　　　　　　　　　試験準備が完了したところで、車両情報制御装置はＳＤＲの検査要求ビットを｢１｣

                  とする。試験完了が機器からＳＤで報知されるまでオンを継続し、報知されたら｢０｣

                  とする。

　　　　　（３）検査実行中項目番号 <SDR>,<SD>

　　　　　　　　　車両情報制御装置は、試験実行を要求する検査項目番号をセットする。

　　　　　　　　　機器は、ＳＤに試験実行中の検査項目番号をセットする。

　　　　　（４）中項目実行状態 <SD>

　　　　　　　　　機器は、ＳＤに試験の実行状態を以下で表現しセットする。

　　　　　　　　　　００Ｈ：初期状態／０１Ｈ：試験実行中／０２Ｈ：試験終了（小項目判定結果有効）

　　　　　　　　　　※上記以外は無効とする。

　　　　　（５）小項目判定結果 <SD>

　　　　　　　　　小項目単位で判定のＯＫ／ＮＧを示す。

　　　　　　　　　ＯＫの場合当該ビットを｢０｣のままとし、ＮＧの場合オン｢１とする。　　　

17



  ６．２．２　シーケンスの説明

　　　　　　　　処理の状態遷移を図６．２．１と図６．２．２に示す。

アイドル

(車両情報制御装置)

電源投入

検査開始要求

検査開始
応答待

試験実行
（＊１）

検査開始要求
リセット

アイドル

(空調装置)

電源投入

検査開始応答

試験実行
（＊１）

検査開始応答
リセット

検査開始要求

検査開始応答検査開始応答有

２００ｍｓ

：状態を示す

：送受信データを表す

：処理の内容を表す

：処理の流れを表す

：データの流れを表す

SDR
"1"
ｾｯﾄ

SD

"0"
ｾｯﾄ

"0"
ｾｯﾄ

"1"
ｾｯﾄ

(*1)：図7.2.2参照
(*2)：全項目試験終了、または検査開始応答
　　　リセット、または異常終了
(*3)：機器は、下記状態の場合には試験を終
　　　了し、検査開始応答を「0」と出力する。
　(1)ステータスデータ要求において検査開始
　　要求が「0」となった時
　(2)対車両情報制御装置との通信にて伝送異常
　　 を検知した場合
　(3)試験時の自己診断において規定時間内に
　　終了しない場合

検査開始
要求有

（＊２） （＊３）

図６．２．１　試験時の状態遷移図
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図６．２．２　試験時の状態遷移図(試験実行の詳細図)

試験処理待

(車両情報制御装置)

ＩＮ

試験開始待

(空調装置)

検査実行応答
セット

２００ｍｓ

処理要求有 項目番号ｾｯﾄ

SO10-
bit7="1"

検査実行
応答

実行中
項目番号

中項目実行
”終了”待

ＩＮ

SDR

検査番号
ﾘｾｯﾄ待ち

検査実行
要求有

検査実行
要求

検査実行要求
セット

検査状態
初期状態待

検査番号
ﾘｾｯﾄ待ち

検査状態
"初期状態"

中項目番号

中項目
実行状態

想定結果
測定値

検査用
制御指令出力

測定結果
読み込み

測定終了待

中項目
番号セット

実行中
項目番号ｾｯﾄ

中項目
実行状態ｾｯﾄ

試験終了通知

測定結果
セット

中項目
番号リセット

検査実行要求
リセット

検査項目
設定確認

実行中
項目番号ﾘｾｯﾄ

SO11

SO11

SO10-
bit7="0"

SI07-
bit7="1"

SI08

SI10=
"01H"

SI10=
"02H"

SI11
 ～13

SI08

SI07-
bit7="0"

SD
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６．２．３   試験概要
           (1)空調装置の検修試験には､以下の3種類がある。
           
           (2)空調装置の試験は､操作員の任意の操作により、以下の3 2種類の試験を単独
                 に実行する。
               ①｢冷房試験｣
               ②｢暖房試験｣
             
           (3)各試験の内容 (判定内容は、7.3.3項を参照)
              ①｢冷房試験｣ ： クーラ内蔵機器をフル稼動にて試験運転。
                                     (試験時間 ： 5分)
              ②｢暖房試験｣ ： 座席部ヒータを試験通電。およびクーラ内の室内ファンを試験運転。
                                    (試験時間 ：20分、但し、車内各部の温度が1℃、座席温度が1.5℃上昇した時点で

　　　終了)

６．２．４  制限事項
            (1)試験開始時に下記①～④の条件が成立していた場合は、車両情報制御装置画面にガイダンスを
　　　　　　 表示し、該当する試験を開始しない。なお、試験中に下記の条件が成立した場合は、空調装置側で
　　　　　　 試験中の全ての小項目結果を「NG」とし、車両情報制御装置に送信する。

①外気温16℃以下時
                  外気温16℃以下時は、圧縮機の運転を禁止しており、 
                  ｢冷房試験｣では空調装置側で試験継続不可能。空調装置は車両情報制御装置に対して
                  SD：SI07-D1ビットでその旨報知する。

ガイダンス文：外気温度16℃以下のため冷房試験不可。

②リターン口平均温度22℃以下時
                  リターン口平均温度22℃以下時は圧縮機の運転を禁止しており、
                  ｢冷房試験｣では空調装置側で試験継続不可能。空調装置は車両情報制御装置に対して
                  SD：SI07-D2ビットでその旨報知する。

ガイダンス文：リターン口平均温度22℃以下のため冷房試験不可。

③受給電入力時
                  受給電入力時は、補助電源装置制約により空調機器の制限運転を行うため
                  運転できない機器があり、 ｢冷房試験｣「暖房試験」では空調装置側で試験継続不可能。

　 空調装置は車両情報制御装置に対してSD：SI07-D3ビットでその旨報知する。
ガイダンス文：受給電中のため試験不可。

 ④空調主回路低電圧時
                    空調主回路低電圧時はクーラ機器は運転を禁止しており､
                    ｢冷房試験｣「暖房試験」では空調装置側で試験継続不可能。空調装置は車両情報制御装置
                   に対してSD：SI07-D4ビットでその旨報知する。

ガイダンス文：主回路低電圧のため試験不可。

            (2)伝送不良の場合
                   伝送不良の場合は､車両情報制御装置側にて試験判定結果を無視する。
 
　　　　　 (3)空調制御電源（DC100V）断時
                   空調制御電源断時は､車両情報制御装置側にて試験判定結果を無視する。
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小項目
番号

bit ON時の判定内容
（※２）

1

判定項目

No.1ｸｰﾗ室内ﾌｧﾝ2過電流 （※１）

No.1ｸｰﾗ室外ﾌｧﾝ過電流  （※１）

No.1ｸｰﾗ圧縮機1過電流  （※１）

No.1ｸｰﾗ圧縮機2過電流  （※１）

No.1ｸｰﾗ圧縮機3過電流  （※１）

No.1ｸｰﾗ圧縮機1高圧力・温度異常(※1)

No.1ｸｰﾗ圧縮機2高圧力・温度異常(※1)

冷房試験
(02H)

暖房試験
(04H)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

No.1ｸｰﾗ室内ﾌｧﾝ1過電流 （※１）

17

18

19

20

21

22

23

24

NG

NG

常にOFF

○

○

○

○

○

○

No.1ｸｰﾗ圧縮機3高圧力・温度異常(※1)

No.1ﾘﾀｰﾝ口温度センサー（STR1）

No.2ﾘﾀｰﾝ口温度センサー（STR2）

座席下温度センサー（STS1）

壁部温度センサー（STI)

座席部温度上昇

予備

No.2ｸｰﾗ室内ﾌｧﾝ2過電流 （※１）

No.2ｸｰﾗ室外ﾌｧﾝ過電流  （※１）

No.2ｸｰﾗ圧縮機1過電流  （※１）

No.2ｸｰﾗ圧縮機2過電流  （※１）

No.2ｸｰﾗ圧縮機3過電流  （※１）

No.2ｸｰﾗ圧縮機1高圧力・温度異常(※1)

No.2ｸｰﾗ圧縮機2高圧力・温度異常(※1)

No.1ｸｰﾗ室内ﾌｧﾝ1過電流 （※１）

No.2ｸｰﾗ圧縮機3高圧力・温度異常(※1)

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

６．３．３  小項目判定結果
             各試験とそれに対応する小項目の一覧を下表に示す。

             車上検査における空調の小項目は、中項目の試験時に発生した下記①～③の内容とする。
             ①  クーラ内蔵機器の保護動作
             ②  車内に設置の各温度センサの反応状態（ﾘﾀｰﾝ口温度1,2、座席下温度、壁部温度）

　　・冷房試験時は、試験開始時より各部－3℃下降にて正常とみなす。
　　・暖房試験時は、試験開始時より各部＋1℃上昇にて正常とみなす。

             ③  暖房試験の場合のみ温度の上昇状態（座席下温度センサ値：＋1.5℃上昇）

（※１）：車上検査時は、重故障ではなく、保護装置が働いた時点の軽故障のレベルで
            小項目判定結果へ反映する。

（※２）：試験実施中に試験不可条件が発生した場合は、全項目「NG」（bit ON）とする。

○

○

○

○

○

○

○

○
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